
令 和 ７ 年 度

吉田町水道事業会計予算

　　第 ２３ 号議案 



　⑴　給水戸数　　　

　⑵　年間総配水量

　⑶　１日平均配水量  １２，０５５㎥

　⑷　主要な建設改良事業

ア　基幹管路耐震化事業

イ　水道施設更新事業

　（収益的収入及び支出）

第３条　収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

　第１款　水道事業収益

　　第１項　営業収益

　　第２項　営業外収益

　　第３項　特別利益

　第１款　水道事業費用

　　第１項　営業費用

　　第２項　営業外費用

　　第３項　特別損失

　　第４項　予備費

　（資本的収入及び支出）

　　第３項　国庫（県）支出金

　　第４項　その他資本的収入

　第１款　資本的支出

　　第１項　建設改良費

　　第２項　企業債償還金

　　第３項　国庫（県）支出金返還金

支　　出

第４条　資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

  円で補填するものとする。）。

　積立金１０５，０００千円、過年度分消費税資本的収支調整額２７，６２７千円、過年

４７，９７１千円

　第１款　資本的収入

１，０００千円

１３，５９７千円

　　第１項　企業債

１４９，９３７千円

９４６千円

 １０，１３１千円

５４６，４２３千円

３９５，５４０千円

１千円

　出額に対し不足する額３９８，８０３千円は、減債積立金１０，０００千円、建設改良

　　第２項　他会計出資金

 １４７，６２０千円

１２０，０００千円

令和７年度　吉田町水道事業会計予算

　（総則）

第１条　令和７年度吉田町水道事業会計予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

２１３，２２０千円

６５０，５３５千円

収　　入

第２条　業務の予定量は、次のとおりとする。

４，４００，０００㎥

１４，３９７件

６６，９５４千円

５３，２００千円

５４９，７８９千円

５９８，７６１千円

３，８９２千円

支　　出

収　　入

　度分損益勘定留保資金７４，１９２千円、当年度分損益勘定留保資金１８１，９８４千

５５４，０６１千円

２９，５２０千円
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起債の方
法

千円

証書借入

  用

６１，１９０千円

         　  吉田町長　田　村　典　彦　　　　 

         令和 ７ 年 ３ 月 ３ 日提出

（たな卸資産購入限度額）

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第９条　たな卸資産の購入限度額は、５，３０８千円と定める。

⑴　職員給与費

第８条　次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、又

　はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければならない。

⑵　消費税及び地方消費税に不足が生じた場合における、営業費用及び営業外費用の間の流

⑴　業務量の増加、経済情勢の変化により、水道事業の業務のため直接必要な経費に不足が

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

償 還 の 方 法

６．０％以内（ただし、
利率見直し方式で借り入
れる政府資金及び地方公
共団体金融機構資金につ
いて利率の見直しを行っ
た後においては、当該見
直し後の利率）

借入先の融資条件によ
る。ただし、企業財政
その他の都合により繰
上償還又は低利に借換
えることができる。

　生じたとき

（一時借入金）

１２０，０００

第７条　予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

建設改良事業

第６条　一時借入金の限度額は、２０，０００千円と定める。

　（企業債）

利　　　　　　率

第５条　起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

限 度 額起債の目的
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